
日時 日時節
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13

徳島ヴォルティス
FC岐阜
コンサドーレ札幌
京都サンガFC
ザスパクサツ群馬
松本山雅FC
モンテディオ山形
カターレ富山
ギラヴァンツ北九州
横浜FC
ファジアーノ岡山
アビスパ福岡
ガンバ大阪

3月
3月
3月
3月
3月
3月
4月
4月
4月
4月
4月
5月
5月

3日
10日
17日
20日
24日
31日
7日
14日
17日
21日
28日
3日
6日

(日)
(日)
(日)
(水)
(日)
(日)
(日)
(日)
(水)
(日)
(日)
(金)
(月)

13:00
16:00
16:00
13:00 
16:00
13:00
16:00
16:00
19:00
16:00
16:00
13:00
16:00

会場 勝敗・得点 勝敗・得点　
ポカスタ
ノエスタ
ノエスタ
西京極
ノエスタ
アルウィン
ノエスタ
富山陸
ノエスタ
ニッパ球
ノエスタ
レベスタ
ノエスタ

　
1 - 0
4 - 0
1 - 0
1 - 4
4 - 1
1 - 0
1 - 0
0 - 0
2 - 1
-
-
-
-

対戦相手
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2013年度日程
節
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

東京ヴェルディ
愛媛FC
ガイナーレ鳥取
水戸ホーリーホック
ジェフユナイテッド千葉
栃木SC
V・ファーレン長崎
ロアッソ熊本
ファジアーノ岡山
愛媛FC
カターレ富山
ガンバ大阪
横浜FC

5月
5月
5月
6月
6月
6月
6月
6月
7月
7月
7月
7月
7月

12日
19日
26日
1日
8日
15日
22日
29日
3日
7日
14日
20日
27日

(日)
(日)
(日)
(土)
(土)
(土)
(土)
(土)
(水)
(日)
(日)
(土)
(土)

 
15:00
13:00
16:00
13:00
17:00
18:00
18:00
19:00
19:00
18:00
18:00
18:00
18:00

会場　
国立競
ニンスタ
ノエスタ
Ksスタ
ノエスタ
栃木グ
ノエスタ
うまスタ
カンスタ
ノエスタ
ノエスタ
万博
ノエスタ

　
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

対戦相手

※印刷工程にかかる日数の関係で勝敗・得点の記載をしていない日程があります。あなたの手で日程表を完成させてください!

KOBE AWAY PRESS仮 
私達にはアウェイ戦のゴール裏をクリムゾンレッドで埋め尽くすという夢があります。一人でも多くのヴィッセル神戸サポーターにアウェイ観戦の楽しさを
届けたい。KOBE AWAY PRESS（仮）はこうした思いから生まれた情報紙です。KOBE AWAY PRESS（仮）は関東サポーター有志により自主的に制作されています。

走り続ける号

Return to J1!Return to J1!

2013.4. 21 Kick Off  23
For the Vissel Kobe fans of the Kanto living 

♪どこまでも行こうぜ　勝利を信じて
熱き友の想い　胸に宿して

行こう　勝利へ
トモニ戦え ラーララ ララララ！

歌声響かせろ（KOBE!)　
遠く神戸まで（KOBE!）

さぁみんなで帰ろう 神戸に帰ろう
勝利この手に！♪

KOBE AWAY MARCH

2006.9.2 J2第37節 三ツ沢
2006年、初めてのJ2に挑む神戸に一人の男が帰還した。
スチュアート・バクスター。一年でのJ1復帰に向けて再建を託され、順調に
勝ち点を稼いできた。しかし、そんな矢先に家庭の事情により、横浜FC戦を
最後に帰国することが発表された。バクスターのためにも絶対に負けられ
ないこの一戦にはホームチームにも負けないくらい多くの神戸サポーター
が三ツ沢に集結した。
試合はスコアレスで迎えた後半15分過ぎに動く。まずは横浜FCが決定機
を作るがここはGK荻が右手一本でファインセーブ。するとその直後に神戸

のチャンス。ペナルティエリア内でフリーのガブリ
エルにパスが通りこれを豪快に決めて神戸が先
制。その後も一進一退の攻防が続くが、虎の子
の一点を守りきり神戸が1-0で勝利した。
試合終了後に起こった盛大なバクスターコール、
そして選手、スタッフによる胴上げは神戸の歴史
の一つとして今後も語り継がれていくであろう。
ありがとうバクスター。いつの日かまたトモニ唄お
う。バクスターの愛した神戸の唄、神戸讃歌を。

アウェイ専用チャント登場！！ 2013年シーズンは、アウェイ専用のチャントが投入
されました。アウェイ戦でしか唄われない貴重（？）なチャント皆さんはもう覚えら
れましたか？メロディは、よくご存知の曲なので、一度聞けば分かるはず！
みんなで唄って選手に届けましょう！!

俺達のこの街に　お前が生まれたあの日
どんなことがあっても　忘れはしない

共に傷つき　共に立ち上がり
これからもずっと　歩んでゆこう

神戸讃歌

美しき港町　俺達は守りたい
命ある限り　神戸を愛したい
オオオーオ オオオオオー…



KOBE AWAY PRESS（仮）PDF版ダウンロード
http://kobeap.net/
Facebook　    http://www.facebook.com/kobeap

URL http://www.facebook.com/kobeap

Twitter     @kobeap　(https://twitter.com/kobeap)

発行：KOBE AWAY PRESS(仮）編集部

KOBE AWAY PRESS（仮）からのご協力のお願い
KOBE AWAY PRESS(仮)を他のお友達にすすめたいという方や
自分のお店において配ってもいいよという方は大歓迎です。
一人でも多くのサポーターを誘ってアウェイゴール裏に駆けつけましょう！
KOBE AWAY PRESS(仮)のPDF版ダウンロード、および
KOBE AWAY PRESS(仮)に関するお問い合わせは、以下のURLにアクセスしてください。

編集後記

Keep cleanこのKOBE AWAY PRESS（仮）を受け取ったら、その場で捨てないでお家まで持ち帰ってね！

VISSEL KOBE

1 植草  裕樹GK 22 山本  海人GK 28 紀氏  隆秀GK 30 徳重  健太GK 3 相馬  崇人DF

4 北本 久仁衛DF 5 河本  裕之DF 19 岩波  拓也DF 21 茂木  弘人DF 23 イ グァンソンDF

25 奥 井  諒DF

26 高柳  一誠MF24 三原  雅俊MF 27 橋本  英郎MF 31 松 村  亮MF

9 都 倉  賢FW

32 前田  凌佑MF

11 田代  有三FW33 和田  倫季MF

16 有田  光希FW 17 吉田  孝行FW

29 林  佳 祐DF 34 カン ユングDF 6 エステバンMF35 金  聖 基DF

10 MF 13 小川 慶治朗MF 15 大 屋  翼MF 18 田中  英雄MF 20 杉浦  恭平MF森岡  亮太

7 ポ ポFW 8 マジーニョFW

トップチーム

始まったばかりの2013シーズン。やはり
色々な事があります。わかっていた事では
ありますが一筋縄では行かない！長いシーズ

ンこれからも色んな事があると思います。チャンスが巡ってき
た選手はそのチャンスを十分に活かして勝利に貢献してほ
しい！もちろんスタメンの選手もその座を奪われないように
結果を残してほしいと思っています。そして色
んなことが一筋縄でいかないのはサポーター
も同じ。初めて遠征するアウェイの地に色々
戸惑いもあり…でも試合含めてアウェイを楽
しんでいけたらいいですね。そのお手伝いを少
しでもできたらいいなと思います。　　よ　　
　　

僕たちが愛してやまないヴィッセル神戸の指
揮官である安達監督がプロのコーチとしての
キャリアをスタートさせたチームは横浜フ
リューゲルスである。
そして今日の対戦相手は横浜ＦＣは紆余曲折
があるものの、その横浜フリューゲルスと深い
関わり合いがあるチームでもある。
（紆余曲折は 書籍などでお調べください）
さらに言えば、安達監督が横浜フリューゲルス
でコーチをしていた頃にチームに在籍したのは
山口素弘。そう、横浜ＦＣの指揮官だ。
横浜フリューゲルスで苦楽を共にした２人だが、
チーム消滅後は全く違う道を進むことになる。

安達監督は横浜Ｆマリノスで育成年代の指導に
あたり、現在のマリノスユースの礎を築き上げた。
一方の山口監督はマリノスへの入団を拒否し、名
古屋へ移籍。その後、新潟を経て現役最後の
チームとなる横浜ＦＣに入団。
引退後、初めてチームの指揮をとったのが今の横
浜ＦＣである。

色々な歴史を背負ってきた両者にとって、今日の対
決が「ただならぬ試合」となることは明白である。
両指揮官の意地と意地のぶつかり合う、間違いな
く好ゲームとなるこの対決を神戸のサポーターは
最高の応援で盛り上げなければならない。

実は少し前から細々と開設しています。

Facebookでは、配布予定や配布状

況、試合前後のアウェイ近辺の情報な

どを配信しています。誌面に載り切らなかった情報や過去

の記事ピックアップ等も配信予定です。

是非「　　いいね！」を押して情報をキャッチしてください。

2012年のACLでアジアNo.1の座を制したのは
韓国・蔚山現代FC。そのチームで中盤の要として
活躍し、躍進に貢献した元コロンビア代表。
そして2013年から我らが神戸の一員となったの
がエステバン（フアン・エステバン・ベレス・ウペグ
イ）その実力は開幕戦から存分に発揮されまし
た。相手ボールをスルスルと奪い相手のディフェン
スをヒラリとかわし、緩急をつけた攻撃につなげる。
いや釘付けになりました。
今は、無念の肉離れで戦線を離れていますが、回
復は順調なようで復帰も近いとのこと。今年は背
番号６から目が離せません。

Facebookはじめました！

「F」の記憶 「F」の記憶 

Juan Estiven Vélez Upegui


